
ティブッルス第1巻第7歌の統一性

岩 崎 務

テイブッルスの第1巻第7歌は,詩人の友でありパ トロンでもあるメッサッ

ラが誕生日を迎えたのを機会として作られた詩である.当然誕生日を祝う詩な

のであるが,そのテーマの統一性については大いに問題とされてきた｡という

のは,ひとつにはこういうことがある.メッサッラはガッリアでアクィ一夕-

ニ-族に対する戦争で勝利を収め,前27年9月に凱旋式を行う名誉を得たとい

うことがあるが,この歌の誕生日はその凱旋式の日からあまり隔たっていなか

ったらしく,ティブッルスは冒頭でメッサッラの誕生日をさすと思われる言葉

(hun°die恥 1)を用いるものの,すぐに3以下では彼の最近の勝利に言及し,

その凱旋式の様子を思い返して描き,さらに軍事的 ｡政治的な彼の功績を遠征

地の名によって示している｡誕生日のことについては,49以下詩の終結に至る

部分になってやっと,この詩の歌われている場面がメッサッラの geniusnata-

1isの祝祭であることがはっきりする.従って,歌の種類として誕生日の視歌

(genethliacon)と戦勝歌の両方の特徴をもつようであるが (1),果してティ

ブッルスはこの詩に主としてどちらの性格を与えたのであろうか｡

さらに,もうひとつのテ-マが加えられている.メッサッラの戦功に関わる

東西の土地や川の名が挙げられる部分の終わり (21以下)でナイル川のことが

述べられているが,さらにナイル川の神であるオシ-リス神も言及されるQそ

して続く部分 (29-48)では,詩人はこの神が入間たちに与えた多大な恩恵に

ついて語りながら神を讃えている.ここでは詩はオシ-リス讃歌の性格をもっ

ていると言うことができる.

このようにこの詩は特定の時と場面のために作られたものでありながら,檀

種のテーマが組み合わされ,従来の詩の分類形式に従っては一様に捉えること

の難しい詩となっている.そのため詩としての統一性が問題となるのであるが,

誕生日と戦勝というテーマについては,一応ともにメッサッラを讃えるという

共通点で結びつけることはできる (2)｡しかし,オシ-リス讃歌については,

全体の行数のうち相当多くを占めるものでありながら,他の部分との関係が一
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見したところ明白でないために,この詩の解釈を難しくする大きな問題となっ

てきた.詩の主題からはそれた長い d̀igression'であると見なされたことも

しばしばあったが (3),他の部分との対応関係を見出して主題の中に組み入れ,

詩全体を統一的に解釈しようとする試みもなされ,様々な解釈が捉示されてき

た.

統一的な解釈をとる考え方は,大きくふたつに分かれるようである.一方は

Gaisserが最初に示した見方で (4),メッサッラとオシーリス神との間に同一

性を認める.57-62でメッサッラによる道路の修復 (5)という事業が述べられ

ているが,このようなメッサッラの公共の利益となる平和的で建設的な行為は,

オシーリス讃歌において語られている神による農耕やブドウ栽培の発明 (29-3

6)に対応し,人類の進歩に資する行為として共通性をもっている｡また,請

全体にわたって両者を描いた表現に類似性が見られる.ともに冠を戴いている

し (uictriceslauros‥.gerentem, 7-∫ronsredimitacorymbis,45),メ

ッサッラの geniusも花環をつける (molliasertagerat,52),ともにそれ

ぞれの pubesの注目の的となる (pubesRomana,5-pubes‥.barbara,27f.),

ともに歌われる対象となり (tecanit,27-tecanetagricola,61),農夫

との関係はオシーリス神と同一視されるバックス神においても表される(agri-

colae.‥pectoratristitiaedis501uendadedit,39f.)などの対応である.

Brightもメッサッラとオシーリス神の同一化がなされているとし(6), ティブ

ッルスはメッサッラが神性をもつ者であることを暗に意味しているとする.そ

してその根拠として,両者ともに場合によっては荒々しい力を揮って,文明度

の低い国の人々に文明という恵みを授けたという共通面が描かれているとみる.

メッサッラの遂行する戦争も,オシーリス神の農作技術を教える行為も,その

点で類似した活動である｡従って,ティブッルスはメッサッラの誕生日そのも

のよりも戦勝を讃える方に重点を置いているということになる.Ballもメッサ

ッラとオシーリス神の間に同一性とまではいかないものの対応関係を認めてい

る (7). しかし,Brightの見解とは違って,ティブッルスはオシーリス讃歌に

おいて自分のパ トロンの非好戦的な面を強調していると考え,オシーリス讃歌

を取り囲む前後の部分- 東方での外交活動,道路の修復- においても,メ

ッサッラの活動は戦争との関連よりも平和的な性格をもつものとして表されて

いるとする (8). そしてティブッルスはこの詩においてメッサッラの誕生日を

第-に考え,戦勝よりも重要であると見なしているとの見解をとっている(9).

以上に紹介した説においては,それぞれ少し考え方の相違はあるものの,メ
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ッサッラとオシーリス神は重ね合わせられ,従って,軍事的にしろ,平和的に

しろ,メッサッラの功績をオシJ )ス神との関連で讃えるということが主眼と

なっているとこの詩は理解されている.

統一的な解釈をとるもう⊥方の考え方は,上に見たようなメッサッラとオシ

ーリス神の同一化の考えに異議を唱えるものとして,Mutschlerによって提示

された (10). まず,すでにLevyによって,ティプッルスがオシ- )ス神の与え

る恩恵として挙げているものは彼の詩作の中心にあって原動力になっている事

柄であり,オシーリス讃歌には,自己の精神生活の本質はこの神より賜ったこ

l摘がなされた 1̀1'･ また,Flingnerは,内的な移動 (Beyegung)がこの詩の大

きな特徴であり.,卜28の表郷 こおいても,戦争から平和へ,緊張したローマの

l

将軍という境遇から田園の牧歌的生活へ,あるいは,威厳から安楽へといった,

ローマ的尺度からすれば高から低への動きが見られるが,このような極から極

への移行はこの部分だけではなく詩全体に及んでいると述べている (12). これ

らの指摘をもとに Mutschlqrは考察を進めて,ll-20におけるガッリアの川おl

よび東方のキリキアやシュリアの土地の描写に用いられている語句には,平穏

で静かで快いものと,大胆で荒々しく力強いものとの対立が認められ,これは

｢ティブッルス的なもの｣と ｢メッサッラ的なもの｣の対照を表しているとす

る.そして,オシーリス讃歌の中の29-36では,神の人類への貢献を讃える中

で,ティブッルスが第1巻の･先行する詩においてしばしば希求した理想的な生

活像(13)が浮き出るのであり,田園生活の創始者であるオシーリス神は ｢ティ

プッルスの神｣として現れている｡37-42のワインにおいて働く力としてのオ

シーリス-バックス神の賛美においては,ワインと踊りと歌の神としてバック

ス神はまた歌い手ティブッルスの神でもあることが示され,そのような神の力

が農夫にだけではなく (39-40), ｢ティブッルス的な世界｣と対立する先に

歌われた世界,即ち, 人間たち同志の対決,敗北と勝利の両面が特徴であるよ

うな世界で苦しむ人間にもその効果を発揮している (4卜42).さらに,43-48

ではオシーリス神の新たなそしてより明らかな ｢ティプッルス的｣性格が現れ,

49-54においてメッサッラの誕生日の祝祭の場へのオシーリス神の顕現が願わ

れることによって,テイブッルスの生活領域を支配する神の力がメッサッラの

異なる性質の生活領域にも発揮されることになる.そして最後の55-64では,

道路の修復が言及されることによって,メッサッラの貢献の日常的,平和的な

面が現れ,それに対する感謝を歌う農夫が描かれる.こうして,今度は ｢メッ
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サッラ的な｣大きな世界の側からの農夫の小さな世界への配慮と働きかけがあ

ることが示されて, ｢テイブッルス的存在｣と ｢メッサッラ的存在｣はある点

では対立しあうものではなく,両世界に完全に共生し得る可能性のあることを

見せて詩は終わっている.以上が Mutschlerの解釈の大筋であり,メッサッ

ラとオシーリス神との同一化ではなく,むしろ,メッサッラを歌うティブッル

ス自身と神との強いつながりが示されていると考え,オシーリス讃歌を導入す

ることによって,メッサッラとティブッルスのそれぞれの世界と価値観の対置

が明確にされ,メッサッラとオシーリス神を讃える中で両世界の関係が大きな

テーマになっているとの見方をしている.

以上のように,統一的な解釈は,オシーリス神をメッサッラと結びつけるか,

それとも詩人の神とするかによって,大きく2つに分かれている.本稿もこの

詩に統一性を認めようとするが,オシーリス神については,メッサッラと詩人

のどちらにも関わる神として歌われている,即ち両説の中間的な見方をとるべ

きものと考える.後者の説,とくに Mutschlerが主張する,オシーリス讃歌

においては ｢ティブッルス的世界｣が捷示され ｢メッサッラ的世界｣との関係

がこの詩のテーマとなっているという考え方はたいへん示唆に富む.確かにこ

の部分では,ティブッルスの精神世界,そしてそれに基づいた押情詩人として

の彼の歌い方の本質が表されていると思われる.しかしながら,オシーリス神

そのものについては,一方的にティプッルスだけに関連するのではなく,やは

り前者の説が示すように, ｢恵みを授ける者｣という点でメッサッラと共通性

をもち,語句などの対応によってそれが明らかにされていることも否めないよ

うに思われる.メッサッラは,全くの同一視ということではないが神とその一

面の性格で関連づけられて,それによってその賞讃の度合いを詩人によって高

められている.

以下の小論においては,オシーリス神にこのような両面的な要素を見る観点

から,とくにオシーリス讃歌を中心として改めてこの詩の解釈を行い,その統

一性について考えてみたい.

すでに指摘されているところでもあるが (14),この詩の全体にわたって,多

くは讃えるという意味で ｢歌う｣とか ｢語る｣という動詞が, また ｢歌｣とい

う意味の名詞が繰り返し使われていて (1cecinere,13canam,17referam,
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23dicere,27canit,37cantu,44cantus,47cantu,57neetaceat,61

canet),これらの言葉が詩の各部分を結びつける働きをしている.讃え方,

あるいはもっと広く歌い方ということが一つの統一的なテーマとなっているこ

とを窺わせる.そしてとくに動詞は,この詩の思考の流れにおいてポイントを

なす言葉となって,それぞれ転換をもたらしているように思われる.これらの

言葉に注目して詩の流れの変化を迫ってみる.まずはメッサッラの誕生日をさ

して次のように始まっている.

Hun°cecineredie凪Parcaefatalianentes

stamina,nonullidissoluendadeo:

この日をパルカエは歌った,どの神にも解きほぐすことのできない運命の

糸を紡ぎながら. (1-2)

｢この日｣は運命の女神たちがかつて ｢歌い｣運命づけた日である｡しかし,

その日がメッサッラの誕生日であるとははっきり述べられずに,次の 3-4で

はその日が将来的にはアクィ一夕-ニー族を征伐する日になるであろうことも

運命づけられたと述べられ,最近にあったメッサッラによる戦勝のことが言及

される.そして,その凱旋式における triumphatorメッサッラの栄ある姿が

描写される 5-8まで,この詩の最初の部分には叙事詩的な高い調子を感じと

れる (15). 誕生日というよりは戦勝のことのほうが語られている内容の点でも

そうであるし,huncのアナフォラ (1,3)のような形式もそれを強めている.

また,卜2の語句はカトゥッルスの第64歌の carminadiuinocecineruntpec-

toreparcae(383)との類似が指摘され (16),このカトゥッルスの歌はぺ-レ

ウスとテテイスの結婚をテーマにしたエビュッリオンであり,英雄アキッレー

スの誕生のことも言及されている.

このように叙事詩的な調子でメッサッラの戦勝が讃えられているのだが,こ

の部分の語りはまるで叙事詩の伝統的な作者の態度をとるかのように非人称的

である.ティプッルスではなく,過去にパルカエが歌い運命づけたことがその

通りに起こった (euenere,5)のであり,それをローマの人々が見た (pubes

Romana‥.uidit,5f.).先に示したようにあとの pubesmiratur‥.barbara

(27f.)との対応があるのだが,uiditと miraturとの違いがあり(17),後者

はすぐ前の tecanitに続き ｢歌い崇める｣を意味するのに対して,ここでは

人々はただ ｢見ている｣だけで歌がない.とくにティプッルスの一人称の歌が
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始まってはいない.しかし,メッサッラが戦いを行った場に詩人はいなかった

わけではない.

nonsinemeesttibipartushon°s:TarbellaPyrene

testisetOceanilitoraSantonici,

わたしもいてあなたに誉れが生まれた.証人はタルぺッリー族の地のピュ

ーレ-ネ一山,そしてまたサントニー族の大洋の岸も(18), (9-10)

続く 11-12でも証人としてガッリアの各地の川の名が挙げられる.しかし,

ここでもまだ,testisのアナフォラ (10,ll)もあり,列挙される地名の列は

凱旋パレードの延長のようであり(19),讃歌の調子が高い.やはり ｢私｣の歌

はまだ展開しないのだが, ｢私｣が示されたことにつながって次の言葉によっ

て調子の変化がもたらされる.

ante,Cydne,canam,tacitisquileniterundis

caeruleusplacidisperuadaserpisaquis,

それともキュドヌスよ,あなたをわたしは歌おうか,波音たてず穏やかに,

青くも静かな水で川床をはうあなたを, (13-14)

ここでメッサッラのかつての遠征地あるいは勤務地であった東方の土地に目は

転じられる.ante,Cydneは直前のガッリアの川に代えて言われるのだが,7

の atte...Messallaに対置されるものでもあり,対象および語りの調子の

変化が生じる.このキュドヌス川の描写には過剰なまでの多くの形容語句が使

われ,前のガッリアの川の名の列挙とは対照的である.以下に続く東方の山や

町の描写にもそれぞれ2行ずつがあてられる.対象に向かう詩人の態度が変わ

り,対象を自分の言葉で歌い上げようとする調子になり,歌われるものは単に

メッサッラの軍功やテイブッルスの随伴の証明ではなくなっていく.Xlingner

はここで調子が拝情的なものに移行していくと述べているが (20), まさに ｢私｣

の歌(cana血,13)が始まろうとする.そしてその詩人の態度は 17の最初の一人

称の言葉によって引き継がれていく.

quidreferamutuolitatcrebrasintactaperurbes

albaPalaestinosanctacolumbaSyr0,
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わたしはどう語ろうか,賑わう町々を,パラエスティ-ナのシュリア人に

とって聖なる白い鳩が,傷を受けずに飛びゆくさまを, (17-18)

Mutschlerは,少なくとも 13以下では歌い手が自分の歌の正しい対負を探し

求めていることが示されている,と指摘している(21). 確かにここでは詩人の

視点の変化というものも感じさせられる.13-14では地上を流れる川が,15-16

では雲に聾える山が,17-18では空を飛ぶ鳩が,19-20では海面を進む帆船が描

かれ,空間的な移動を示している.表現内容のほうでも,自然の風物から人間

の営みへと徐々に向かう動きがあるように思われる.まず,タウルス山の養う

キリキア人,そしてシュリア人の賑わう町々が言及され,さらにテエロスの町

が,ひしめきあう高い建築物と活発な商業活動,海を行きかう帆船を紡練とさ

せるように描き出される (22). 人間たちの暮しが少しずつ大きく現れてきて,

その細かいところまで見えてくるようである.

このような動きの行きつく最後に,再び最初にあった川の言及に戻る形で,

ニールス川が23-24で対負として挙げられる.しかし,やはりここで歌われる

ニールス川は,夏の暑さで干からびた畑に水をあふれさせてくれる川であり,

農業という根本的な人間の営みに結びついた場として描かれる.そして,メッ

サッラがローマの人々に利益をもたらした人として讃えられる対象であったよ

うに,再びここで人間たちに恵みを与えるがために讃えられるべき対象 (te

canit,27)としてニールス川が,そしてこの川の神オシーリスが現れてくる.

しかしながら,ここまで見てきたように,ティブッルスの ｢私｣の歌の対象を

捜し求める動きを経た上で歌われるニールス川であるから,メッサッラとは性

格を異にする面もあるし,歌われ方も同じではない.従って,ここでも前の13,

17に引き続いて,詩人の一人称の動詞がニールス川に対して使われている(pos-

sim‥.dicere,23).そして,広く人間たちに恩恵を与えてきたオシーリス

神の讃歌がより大きな形で導入されようとするのだが,讃歌になるセ詩人の一

人称は消える.

tecanitatquesuumpubesmiraturOsirim

barbara,Memphitenplangeredoctabouem.

異邦の人々があなたを歌い,自分たちのオシーリスを崇める,メンビスの

牛を悼むように教えられた人々が. (27-28)
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ティブッルスの ｢私｣の歌は ｢異邦の人々｣の歌に溶け込んで 1つになる (23)

オシーリス讃歌は,まず 29-36が1つのグループを作っている.その前半の

29-32で耕作と果樹栽培が,後半の 33-36でブドウ栽培が言及され,全体とし

てオシ-リス神が農作技術の発案 ･教授者,農耕文化の創始者として歌われ,

人間たちの生活へのその貢献が讃えられている.

る.

前半はこのように歌われてい

primusaratramanuSOllertifecitOsiris

ettener血 ferrosollicitauithumu恥

primusinexpertaecommisitseminaterrae

pomaquenonnotislegitabarboribus.

オシーリスが初めて巧みな手で鋤を作り,柔らかい土を揺り起こした,初

めて種を試されたことのない土地に委ね,知られぬ樹々から果実を摘みと

った｡ (29-32)

ここの語句の用いられ方で気づくのは,先の2行で ｢柔らかい土を鋤の刃で起

こす｣という語句において硬軟の組み合わせ (teneramferro)が示され,あ

との2行で実りの収穫が述べられることである｡このようなパターンが,ブド

ウ栽培の仕方を説明する33-36でも認められる｡先の2行では,｢柔らかいブド

ウのつるを支えの棒に結ぶ (tenerampalisadiungereuitem)｣,｢線の葉を

硬い鎌で切り落とす (uiridemduracaederefalcecomam)｣と言われ,やは

り,硬(dura)と軟(teneram,uiridem)の組み合わせがあり(24),あとの2行で

は熟したブドウとワインという実りが示される.このように同じパタ-ンが繰

り返されている.それゆえ,ここではオシーリス神が人間たちに与えた教えが

述べられているのだが,その本質は ｢固いもの｣と ｢柔らかいもの｣を結び合

わせて実りが得られるということにあることを,ティブッルスは暗に示してい

るのではなかろうか｡

この部分の続きの3ト38では,オシーリス神のもたらした恵みの1つである

そのワインが,さらに人間たちに歌と踊りを教えたと語られる.その上で,オ

シーリス神は今度は,ブドウの神と同一視されるローマのバックス神の名にお
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いて讃えられる.

Bacchusetagricolaemagnoconfectalabore

pectoratristitiaedissoluendadedit:

バックスは農夫に,大きな労苦に疲れた胸を悲しみから解放するように図

った. (39-40)

バックスの名のアナフォラによって導かれる次の2行も苦しみを癒す神の力を

歌い上げている.ところで,このバックス神はワインの神として,37-38で言

われたことからすれば,歌と踊りの神でもある (25). 即ち,オシーリス神は,

バックスという名で限定されるような特質において,野情詩人ティブッルスと

強く結びつく｡そして次には,歌と踊りを中心とした祝祭にふさわしい神とし

て,再びオシ-リスの名が呼びかけられる.

nontibisunttristescuraeneeluctus,Osiri,

Sedchorusetcantusetleuisaptusamor,

あなたには,憂密な心配や嘆きではなく,オシーリスよ,踊りと歌と軽い

恋がふさわしい, (43-44)

このようにオシ-リス讃歌の後半部は,37-38の移行部によって導かれ,また

限定され,ティプッルスの生活領域とより大きく関わる内容のもの,さらに言

えば,詩人ティブッルスの歌い方を暗示する(37cantu,44cantus,47cantu)

ものになっているように思われる.

改めてこの後半部を見てみると,その中の前半ともいえる39-43で,とくに

バックス神の力を歌うために ｢労苦｣のモチーフが用いられている(39iabore,

40triStitiae,41adflictis,43tristescur礼e,luctus).そして42では人

間に苦しみをもたらすものの1つ,あるいは苦しみを象徴するものとして ｢固

い足かせ(duracompede)｣が挙げられている｡従って,ここの ｢労苦｣のモチ

ーフは,オシーリス讃歌前半部で対の一方として示された ｢固いもの｣に対応

するのではないだろうか.実際,農夫の労苦はサートゥルヌスの支配する黄金

時代にはなかったことであり,ユッピテルの時代になって土に ｢硬い｣鋤をあ

てることを人間が教えられたゆえに生じたのである (28). また, ｢硬い｣鋤や

鎌による行為を示す動詞 sollicitauit(30)や caedere(34)は,不安や死を
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合意するものであった(27). そして ｢固い足かせ｣は,メッサッラの凱旋式で

引かれる捕虜たち(6)を想起させる. ｢硬い｣ものは,戦勝や田園の実りをも

たらしはするが,また一面では労苦と悲しみを伴うものであり,その象徴とも

な̀る.

一方, オシーリス讃歌後半部の後半(44-48)では,teneros(46)が前半部の対

のもう一方の ｢柔らかいもの｣に呼応し,lewis(44,48),dulcis(47)といった

語もこれに連なるものであろう.歌や踊り,始原的な形の芸術が言われるこの

部分において,これらの形容詞はティプッルスの歌の性格を表すものであろう.

カトゥッルスは第35歌で友人のカエキリウスをさして｢柔らかい詩人に(poetae

tenero,i)｣と呼んでいる.一般にこれは恋愛詩人を意味していると考えられ (28),

のちのオウィディウスは tenerを好んで使い,たとえば 『恋愛術』第3巻に

は ｢柔らかいプロベルティウスの歌(もenericarmenProperti,333)｣という

言葉がある.前半部の ｢柔らかいもの｣に対応して,ここではティプッルスの

柔らかい歌, 文学が示されている｡しかし,柔らかい歌はただ甘美なだけでは

ない.バックスのもたらすワインが ｢労苦｣を癒すように(29), 歌がワインか

ら生まれたものであれば, 歌もそうでなければならないし,そのためには ｢労

苦｣を知っていなければならない (30)｡ 実際, 恋愛詩は恋の喜びだげでなく,

恋の苦しみを歌うことが常である｡39の laborはこの恋の苦しみを想起させ

る言葉でもあろう.恋愛詩においては,恋を得ようとするために耐える苦痛が

しばしば laborという言葉によって表される (31).

オシーリス讃歌の前半部と後半部をみてきたが,全体にわたって, ｢硬｣と

｢軟｣のそれぞれの範噂にはいるようなものの対比と結びつきが表されていた｡

農作業に用いる鉄器が象徴するような,そしてメッサッラの戦いも含まれるよ

うな ｢硬さ｣は,確かに収穫や勝利をもたらしはするが,その陰には ｢労苦｣

が存在する｡そのような ｢硬さ｣には日常的な ｢労苦｣を知りそれを癒すよう

な ｢柔らかさ｣が結びつかなければならない.そしてティブッルスの歌はその

ような ｢柔らかさ｣に属するものである.メッサッラの人々に対する貢献にも

ティプッルスの ｢柔らかい｣歌が合わせられなければ,其の意義は示され得な

いだろう｡このようなことがオシーリス讃歌においては暗示されているのでは

ないだろうか.そしてオシ-リスは, ｢硬さ｣を用いる術を人間に教え,他方

では ｢柔らかさ｣の源泉を与えた神として讃えられている.
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さて,詩は, 冒頭で言及されながらも,詩人の思いがそこから移り動いて行

ったメッサッラの誕生日の祝祭の場へと戻る｡そしてその場に党に歌われたオ

シーリス神の来臨が願われる｡

hueadesetGeniumludiscentumquechoreis

concelebraetmultotemporafundemero'.

ここに来たり給え,そして100の競技と踊りでともにゲニウスを讃え,こ

めかみに多くの酒を注ぎ給え｡ (49-50)

酒と踊りはオシーリス讃歌で歌われたバックス神の与える恵みである｡そして,

オシ-リス神の来臨を得たとき,ダニウスがつける花環は,7の凱旋式のとき

のメッサッラの冠に対応するのではあるが,ここでは ｢柔らかい(molHa,52)｣

という形容詞がつく(32).またティプッルスがゲニウスに捧げるのは ｢甘い｣

菓子(dulcia,54)である.これらの言葉はオシ-リス讃歌のとくに後半部につ

ながるものであり,従って,オシーリス神の力を受けたティブッルスの存在領

域でメッサッラのゲニウスが讃えられ,歌われる (33)ことを示している｡

この移行部的な49-54を経た上で,55以下,詩の最後の部分では誕生日の祈

願が述べられるのだが,その中で改めてメッサッラの功績が歌われる｡詩の初

めで讃えられた戦勝といったような偉業を想起させる言葉も使われるが(facta

parentis,55)(34),ここではメッサッラが修復を行った道路(monumentauiae,

57)という功績が挙げられる.その道路と,そこを都会から田舎へとたどる農

夫とが次のように語られる.

namqueopibuscongestatu主shicglareadura

sternitur,hicaptaiungiturartesilex.

tecanetagricoia,amagmacwmueneriturbe

serus,inoffensumrettuleritquepedem.

というのは,君の富で集められた固い砂利がここに敷かれ,ここに適した

技術で堅固な敷石が重ねられる.農夫はあなたを歌うだろう,大きな都か

ら出て夜遅く,つまずかずに歩みを戻したときに｡ (59-62)
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この道については, ｢固い砂利(glareadura)｣や ｢堅固な敷石(silex)｣とい

う言葉が各行の最後におかれて,その固さが強調されている.それはオシーリ

ス讃歌で示された ｢固さ｣に応じるものである.道は堅固でなければ人の役に

は立たない.しかし,やはり道も,ユッピテルの時代には,富に引かれる商人

たちを,戦勝を求める兵士たちを,苦難の旅に運ぶという面を持つ｡そしてそ

の一面は,ティプッルスが繰り返し表明する彼の望まない生き方の象徴でもあ

る (35)｡ それゆえ, ここでは農夫の日常の労苦を少なくするところに道の価値

が見出され,そこでメッサッラは讃えられている｡そのとき農夫の賞讃の声は

自然と口をついて出るのであり,それにティプッルスの歌は溶け合っている.

それも ｢軟らかい｣歌い方で｡

以上の通りティプッルスの第 1巻第7歌を考えてきたが, この詩はメッサッ

ラの誕生日の祝祭を機会として,メッサッラを讃えるためのものであった｡し

かし,彼の戦勝凱旋式が近い時期に行われていたがために,それに触れること

からこの詩は始まった.そこでは ｢硬い｣歌い方でメッサッラは歌われた.し

かし,絶妙の移動によって詩はオシ-リス讃歌へと至り,この神の授ける恵み

の, メッサッラにも関わる,ティプッルスにも関わる, ｢硬軟｣の両面性が示

された｡そしてそのうえで最後に,もう一度, ティプッルス的な領域において

｢柔らかい｣歌い方でメッサッラは讃えられた.そのような形をこの詩はもっ

ているのではないだろうか｡

注

本文中のテキストは,∫.㍗.Postgate校訂の OCT版(2mded.repr.1982)に従

った｡

(i)genethliaconとしては,ティブッルス 2.2,ホラティウス 『カルミナ』

4.ll,プロベルティウス 3.10,ウェルギリウス 『牧歌』4など,戦勝歌として

はホラティウス 『カルミナ』1.37;3.14などがある｡

(2)K｡Galinsky,TheTriumphThemeintheAugustanElegy,WS82(1969),
78は,この詩には,凱旋式という公的な祝祭と誕生日という私的な祝祭を組

み合わせる構想があるとする｡
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Comentary,Norman1973,125.詳しくは,G.MacCracken,Tibullus,Messalla,

andtheViaLatina,AJPh53(1932),344-52｡
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78,56-61.
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(8)ibid.,112,119.
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S王FC7(1929),10ト11.Cf.Mutschler,op.cit.,110f.

(12)F.Xlingner,TibullsElegieaufdenGeburtstagdes托essalla,in:

RamischeGeisteswelt,触nchen1956,412-25.

(13)たとえば,1.1.7-10;1.5.2卜30で言われるような,田舎での質素で

平和な生活.Cf.Mutschler,op｡cit.,118.

(14)Ball,op.cit.,114.とくにオシ-リス讃歌の部分に多く, 讃歌の高

められた調子を作る1つの要素になっているとする｡

(15)王bid.,108f.

(16)Ibid.,50;Gaisser,art.cit.,223;J.P.Elder,TibuHus,Ennius,

andtheBlueLoire,TAPA96(1965),104.Elderはさらに,flauicaerula

(12)にエンニウス 『年代記』中の語句との類似を見る.

(17)Mutschler,op｡cit.,117はこの対比のほうを重視する.

(18)nonsinemeはメッサッラに対して横柄であるとか,ティプッルスが

他の詩で表明している戦争や苦しい旅を厭う気持ちに矛盾するとかの理由で,

nonsineMarteibiなどの読みも捷案された｡Cf.Ban,op.cit.,109f.し

かし,この語句は単にティブッルスがメッサッラの遠征に同行したこと,戦勝
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の目撃者であったことを示すだけと解してよいのではないか. Cf.Scbuster,

op.cit.,19n.1;Elder,art.cit.,104;Bright,op.cit.,6if.,65.

(19)凱旋式では山や川の模型図が運ばれることがあったが,それを思わせる

ような列挙である. Cf.氏.G.M｡Nisbet&M.Hubbard,ACommentaryonHorace

OdesBookIII,0Xford,1978,149f.

(20)KHngner,op.cit.,422.

(21)Mutschler,op.cit.,116.

(22)Cf.Smith,op.cit.,adloc.

(23)Hutschler,op.cit.,118.

(24)Smith,op.cit.,adloc.は,uiridemについて,duraとの並置によ

って ｢柔らかい｣という意味も合わせもつと指摘する.逆に,palisにもteme-

ramとの並匿によって ｢堅さ｣を感じとれるだろう｡

(25)Cf.Mutschler,op.cit.,119.

(26)1.3.35-50で黄金時代とユッピテルの時代の対比がなされている｡帆

船もユッピテルの時代の発明として挙げられており(37f.),1｡7においで,20

で言われる帆船はオシーリス神のこの ｢固いもの｣を用意していたとも見られ

る｡

(27)Putnam,op.cit.,adloc.Cf.Bright,op｡cit.,59.

(28)C.J.Fordyce,Catulius,0Xford1973,adloc. 中山恒夫,｢カトゥ

ルルスの詩論- アレクサンドリア派の文学理論とローマ的美学- ｣,大阪

大学 『言語文化研究』8(1982)は,ここの tenerが恋愛詩をさしていること

には否定的であるが, ｢ラテン文学の主流を占めてきた硬派の文学に対して,

軟文学を療護した｣言葉であると述べる｡

(29)21-22の乾いた畑に水をあふれさせるこ-ルス川の描写は,このワイ

ンによる ｢労苦｣の癒しに予め呼応するものであった｡

(30)27-28の表現も,嘆きを知る人々がオシ-リス神を歌うとも解される

わけで,対応関係をもっていると言ってもよい｡聖牛ア-ビスの死に際しての

国民の追悼については,S皿ith,op.ciも.,adlot.

(31)たとえば,プロベルティウス 1.6.23,ティブッルス 1.2｡31.Cf｡S.

Lilja,TheRomanElegist'sAttitudetoWomen,Helsinki1965,80-1.

(32)Cf｡粥utschler,op｡cit.,122｡

(33)51の詩句と54の Mopsopioについてはカッリマコスの語句との関連が

指摘されている｡とくに前者との類似が言われる断片 7,且2Pf.は,その序に
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おいてカッリマコスが自分の文学観を示していることで有名な 『起源物語』か

らの断片であり,テイブッルスの歌い方をほのめかしているのではないだろう

か. Cf.Gaisser,art.cit.,226;Ball,op.cit.,122ff.

(34)Putna恥 Op.°it.,ad.loc.はウェルギリウス 『牧歌』4.26で同じ語句

が英雄的行為をさして使われていることを指摘する.

(35)たとえば,1.1.1-6,5卜2;1.3.49-50.
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